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まずは、Exceptional  Minds では、障がいということをどう

やっていくかではなく、持っている能力が「何であるか」「どう

伸ばしていくか」を初めに考えて学校づくりをしてきました。

学生の中には、あまり話すことができない（ろうあ者）、あ

るいは物事を理解するのに時間がかかる人、あるいは社会

的コミュニケーション（他の人との関係をうまく理解できな

い）など、一つのドアは閉ざされていても、必ず開いている

ドアはあるはずなので、じゃあ、その子にとってどういう方法で

学んでいくのが一番いいのかということを考えています。９年

前にこのプログラムを創設しましたが、その時は９名の学生がいて、これがうまくいくか、いかないかというのはまだ

はっきりわかっていません。 

自分ともう一人のパートナーは、２人とも映画業界から来ていて、パートナーは、映画監督組合の中でも何

度か賞を取っていて、自分自身は映画だとかアミューズメントパークなどの美術的な方面の仕事をしてきました。

パートナーの女性は、自閉症の息子がいます。自閉症の子を持つ親と同じように、どうにかして自分の子どもの

持つ能力を引き伸ばせるところはないのか探していました。自分は小さいスタジオを持っていて、そこでディズニー

で１２年間美術制作の仕事とユニバーサルの映画制作の仕事をしていました。自分は自閉症について全く何

も知りませんでしたが、自閉症を持つ親たちが、どうにかしてこういった環境のところで、自閉症の子たちを集めて

学校を始めてほしいといことで、専門家を集め始めました。 

毎週、自閉症の専門家を招いて、職員たちに自閉症や発達障がいを持つ子どもたちにどのように接したらい

いか研修を始めました。研修３年が過ぎてから元々は、コンピューターグラフィック、デザイン、アニメーション、特

殊効果などの技術者たちが、最新の自閉症の知識を持つ職員となりました。そして我々が作ったのは３年のプ

ログラムです。アドビ社と提携して、フォトショップとかフラッシュ、グラフィック、映像などの様々な特殊効果のアプリ

ケーションの作り方を伝えました。 

映画業界、美術業界だと、こういうソフトが使えるということで、認定資格があります。それで、このプログラム

に参加した学生たちは同じ資格を得ることができます。この認定のための試験というのは、講習を受けている生

徒たちが、すぐに受かるものではなくて、わざと引っかけ問題があって、それを間違えずに正しく答えることができる



か、普通は、こういう障がいを持った人たちは、考え方としては、トリックにはまってしまいます。だから、いかにし

て、トリックだとかハードルに引っかからないようにして、試験を受けて資格が取れるかということを教えています。

驚くべきことに、このプログラムを始めて４か月後には、認定プログラムに参加した全員が最低一つ、そして多い

学生は４つのソフトについての資格認定を得ました。そして認定を得た後は、次にカリキュラムを作って、ただ資

格を得るための授業ではなくて、実際に映画業界や美術業界の中でそれらのスキルを使って仕事に就くための

プログラムを作りました。 

そして心理学者の先生を週に一回招いて、仕事をする時に、皮肉だとか批判的なことをいう人がいます。そ

ういうことにどう対応するだとか、あるいは異性と仕事をする時にどう対応するか、上司にどのような対応をするか

について研修をしました。それと、仕事を得るための面接、仕事をする時に覚えておかないといけない様々な仕

事のテクニックを教え始めました。 

あとでクラスを見に行ったときに判りますけど、実際にエレベーターのドアの前に立って、３０秒間自分の宣伝

について語る、自分の売り込みをします。自閉症の子どもにとって、その３０秒という限られた時間で自分のこと

を話すのはすごく難しいことですが、だらだら話さないで３０秒で話すという訓練が大事です。自閉症の発達障

がいのある子どもたちにとっては、台本を与えてそのまま読むことが、とてもやりやすいということがわかりました。特

性としては、ルールがあればそれに従って行動するというのがあります。ところが本人たちに作らせると、それが合わ

ない場合があるので、学生と教員が一緒になって、どういうルールにのっとって台本を作ったらいいのかということを

行い、そして面接とかでどういったことを言ったらいいかという台本作りをしました。 

我々が行っているこちらでの授業の内容というのは、実際に業界で使う、技術だとか資格なんかの取得という

テクニカル面と、もう一つが、行動学です。どういう行動をとったらいいか、そして土台になっているのが、美術や映

画産業で働くために必要なスキルを身に着けて、実際にその業界で働けるようにするというのが目標です。３年

間のプログラムの中で、始めは基礎的なものを身につけます。そのあとに実際のデザインだとか、いろいろな視

点、構成についてと分析、理論を学び、３年目になりますと実際の映画製作の仕事の中の実習的なことをや

りながら学びます。同時にプログラムの中で本人たちのオートポーリオとかホームページなどをやって実際にどれだ

けの仕事ができるかそれをもって面接に持って行きサイトを見てもらうと、今までの自分たちがやってきたことが見

ていただける。履歴書にリﾝクを貼って、社会に出る準備をしておきます。 

この学校を卒業すると２つのチョイスができます。こちらのほうのスタジオで実習ができる、それとこの近郊にあ

るスタジオでインターンをする。プログラムを始めてから、去年第一期生が８名卒業しました。そのうちの一人は、

実際にスタジオで正式に雇用され働いていて、始めは、週３回で働いていたのが、週５回の毎日勤務になっ

て、なおかつ昇進しました。残り７名はここのスタジオで実際に仕事をしていて、今後公開予定の映画の CG の

制作なんかに携わっています。彼らが行っている仕事は、映画の中でのアニメーションだとか、ロードスコーピング、

映画のエンディングタイトルなどの制作をしています。 



～学生たちが作成した映画を流す～ 

質問：年齢層は？ 

答え:１８歳から３０歳がメインのプログラムで、プライベー

トレッスンで１２歳から、夏の特別講習として、１週間特

定のプログラムを学ぶことができます。夏の間２か月間にわ

たって、２週間のコースが４つ用意されています。そこで、

４種類の資格スキルを身につけることができます。あとは、お

試しのプログラムがあり、そこから、本科に編入することもでき

ます。今は、１つのプログラムで学生上限１０名としていま

すが、３０名の応募がありました。残りの人たちは順番待

ちをしている状態です。より高い能力を持った学生の候補

者が順番を待っています。能力が高いというのは、自閉症でいうと、重度で能力的には低いですが、ここで教え

ている、いろいろなテクニックや美術的にはすごく能力の優れている人もいます。実際にプロの仕事として制作し

ている映画をお見せします。 

～映画をみながらスキルや技術的な説明～ 

ここのスタジオはプロの仕事として映画製作に関わっています。 

～６月にあった卒業式の映像～ 

私たちが持っている感情の非常に鋭い洞察と、その人の能力をうまく組み合わせたら素晴らしいものが生まれ

てきます。有名な俳優より送られた言葉が、「あなたたちは天から送られた素晴らしい才能を持っている」です。 

 

学校（授業）の見学 

映画作成に関わる仕事なので、情報が外部に漏れないように、防犯カメラ等のセキュリティーがしっかりしてい

ます。 

質問:ここでの学びはどうでしたか？（学生への質問） 

答え:・大作映画に関わることができた。 

・資格を取れたこと。 

・映画作成のための、コンセプトアートの作成をして、それが採用された。 



質問:ここで３年間学んで、充実していましたか？ 

答え:アートワークができたりだとか、映画製作なんかの裏方の仕事である映像のところから、汚れだとかいらない

ものを取ったりだとかそういうものに関わるのが良かった。 

自閉症特有の症状で、同じことを繰り返し話す人もいれば、全く話さない人もいます。寡黙なんだけれども、

別々のスキルを持ってそれぞれの才能を生かして仕事をしています。自分たちが、この事業を始めた時に、それ

ぞれが持っている、ほかの人に負けないような、特殊な才能を見出しています。自閉症は一人一人が違いま

す。一人の自閉症の人に会って自閉症はこういうものだと言い切るのは良くありません。個々の一番合った学習

スタイルは何か、例えば視覚、聴覚、あるいは、手を使って訴えたほうがいいのか、一番いい方法で学ばせて、

一番いい才能を出していけるようにケアしています。 

一年目：アニメーション基礎を学ぶ。 

二年目：製作をどのような形で構成していくのかについて学ぶ。 

三年目：さらに細かくしてスタジオで何をやったらいいかなどもっと掘り下げてやる。 

一年生は描くことから始め、それをＣＧにしていきます。 

学校全体で現在取り組んでいるプロジェクトに参加して、プロジェクトの管理もしています。そこでの要素にな

る様々なデザインを比較しています。スケジュールや、業務をメンバーに振り分けていきます。始めは基礎をやっ

ていますが、基礎をやりながら、ほかのプログラミングも覚えていきます。２年目になると、プログラミングを継続さ

せて習いながら構成を、映画製作の構成やスケジューリングを覚えていきます。３年目になると、２年目は全

体像を学んでやっています。３年目は、自分が担当する部分を、就職して自分がする役割を考え学びます。 

質問：ハリウッドの近くという地域性があるのですか？ 

答え：そうです。やはり我々は映画業界に特化した形で始めたのは事実です。映画業界に講師の人たちが在

籍しているから。知的障がいを持った人たちが映画業界の中で働いて成功するためにはどんなものがいいのかと

いうことで始めました。他の業界に興味（音楽、経理など）がある人たちも入ったりします。同じものを作るプロ

グラムを書きまして、他の産業の業界においても、自閉症の人たちを雇用するために、我々のアプローチを応用

できるようにあげました。特定のある業界に特化した形のプログラムについても、コンセプトを流用してやればでき

ると思います。音楽業界やメカニック業界など。そして重要なことは、始めからこの人たちは能力がないとかじゃな

くて、彼らが興味を持っているものについて、どこの部分を伸ばしたら成功するかを信じることが大切です。いろい

ろな地域に学校を作る中で、地域の産業に興味を持った学生を集めることができるのではないかと思います。テ

ープルグランテッドという自閉症の女性の話。「と殺場に向かう、まっすぐのトンネルの道を牛は躊躇して、少しも

進まないのをみて、周りの人たちは何故なのかわからなかったが、彼女は、牛が躊躇している様子を見て、『上で



旗がはためいていて、その影が牛を怖がらせているのと、トンネルの先に何があるかわからないから牛は進まない

のよ。』と気が付いた。それで、曲がりくねった道を作って、普通に散歩するような道を作って、と殺場に入る道を

作りました。彼女は画家で、自閉症です。アートが大好きで制作をするけれども、それを何か実用的なことに応

用して社会の役に立っているのです。」 

質問：自閉症のこだわりとして、ここの学生は映像やＰＣが好きなこだわりを持っている人が多いのですか？ 

答え：そういう人が集まっていますが、一般に言われるように自閉症の人たちはこだわりがあって一つのことに集

中すると、そこで何かの変化があると混乱します。違うことがあると混乱します。ところが自分たちの好きなことでも

常に変化にさらされてしまうので、そこで混乱しないように学習をしているという安全な環境の中でいろいろの変

化も入れながら学習をして、そこに柔軟に対応できるようなことを学ばせます。学生の彼は、常に誰かが「それで

いいの？」と聞かないと、次のステップ先に進めません。誰かが後押しをしています。２年目だと２つのプログラム

を同時進行で学ばなければなりません。カリキュラムとしては、以前に学んだことを新しい中に取り入れて使いま

す。やり方というのは、同じことをやろうとしてもいろいろなやり方があります。こっちのプログラムでやったことをこっち

でもできるという柔軟性ということと、一つのやり方に固執する必要はない、やり方はたくさんあります。だから自閉

症の子はこだわりがあって一つのことに集中すると周りの人が思い込んでしまって、それだけで制限されてしまうの

で他のやり方もあるということも教えています。周りの人がやっていることは、これしかできないであろうと制限する

のではなくて、こういうこともできるんじゃないかとやってみる、絶対できると信じてそれをさせてあげる必要がありま

す。アメリカのことわざであるんですが、「馬を水飲み場に連れていくことはできても、馬にそこで水を飲ませること

はできない。」意志を後押ししてあげることが必要なのです。 

質問：ここの資金調達はどうしているのですか？卒業生の給料はいくらぐらいですか？ 

答え：家族からの寄付で賄われています。行政からの資金は入ってきません。３年たったので、財団というの

は、立ち上げのときは資金をくれますが、いったん立ち上がると資金をもらえなくなります。学生１人年間３万ド

ルのコストがかかります。学生と教員の比率は、４：１。新しいパソコンなどが必要になります。パソコンのプログ

ラムは技術者用なのですごく高いです。教員の給料は、前職の半分ぐらいです。ですから、だれもお金持ちはい

ません。いろいろなところからの寄付が頼りです。授業料を払えるところは全額の授業料を払ってもらって、裕福

ではない人たちは、払える分を払ってもらって、残りは奨学金で補助してもらいます。給料は、カリフォルニア州の

最低賃金が時給８ドル５０セント。映画業界の最低賃金は、１０ドルはもらっていいます。１２ドルぐらいに

なります。年間の給与が、３万ドルから６万ドルです。全員が、就職できる保証はありません。もちろん、私たち

の目標は全員就職です。しかし、一人の学生は卒業しても何もしたくないと意欲がなくなりました。卒業して仕

事をしたいという意欲がある学生には学校の方としても、いろんなコネを使って仕事を見つける努力をしていま

す。 



アメリカも高校までだといろいろなサポートがあります。しかし、そのあとは全く何もないから、子どもたちの才能

を懸念する親たちによって学校をつくろうということ

になって彼女が中心になって作りました。将来的な

希望、自分の能力を生かした夢や希望を与えよう

として親たちが立ち上げました。結局家で、何もし

ないとＱＯＬが低くなります。スタジオで働いてい

る人たちは生まれて初めて職に就くことができて、

毎週、給料の小切手がもらえます。仕事ができる

ことが嬉しくて遅刻することもありません。仕事がで

きるということは、アメリカ全体に影響を与えていて、そうじゃないと、家にいて、生活保護を受けて税金を使うこと

になります。ＵＣＬＡのプログラムは幅広い学生を取っています。アメリカのほかの大学とか、知的障がいのある

学生を取っているところは、ＩＱの高い、勉強ができる学生を取っているが、実際よくよく見てみると勉強が良く

できるＩＱの高い学生よりももっと重度の学生の方が、特別な才能を持っていたりして、その才能を伸ばしてい

くプログラムをおこない自分たちはそれで成功しているのです。 
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